
　
三
原
郡
四
町
合
併
に
伴
い
、
三

原
署
か
ら
名
称
変
更
し
た
南
あ
わ

じ
署
で
は
防
犯
強
化
策
と
し
て
一

月
十
一
日
、
集
配
業
務
な
ど
を
通

じ
て
地
域
に
精
通
し
て
い
る
市
内

十
七
郵
便
局
と
地
域
安
全
協
定
を

結
び
、
「
南
あ
わ
じ
・
み
ま
も
り

隊
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

　
協
定
で
は
、
郵
便
局
の
役
割
と

し
て
、
街
頭
犯
罪
や
侵
入
犯
罪
情

報
の
通
報
、
迷
い
子
な
ど
へ
の
緊

急
避
難
場
所
の
提
供
、
犯
罪
防
止

へ
の
啓
発
活
動
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
署
の
役
割
と
し

て
、
通
報
へ
の
的
確
な
対
応
、
犯

罪
発
生
状
況
や
被
害
防
止
に
関
す

る
情
報
提
供
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
締
結
式
は
同
署
で
行
わ
れ
、
今

富
良
助
署
長
と
郵
便
局
を
代
表
し

て
淡
路
三
原
郵
便
局
・
田
中
博
和

局
長
が
協
定
書
に
調
印
。
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指

し
協
力
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。 

　
力
自
慢
を
競
っ
て
、
真
言
宗
薬

王
寺
（
北
阿
万
）
で
一
月
十
二
日
、

「
大
鏡
も
ち
運
び
競
争
」
が
行
わ

れ
、
菊
井
洋
輝
さ
ん
（
八
木
）
が

五
年
連
続
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。 

　
こ
の
競
技
に
は
、
島
内
外
か
ら

十
九
〜
五
十
五
歳
の
男
性
二
十
人

が
参
加
し
、
百
四
十
八
・
九
キ
ロ

の
大
鏡
餅
（
三
方
を
含
む
）
を
抱

え
て
歩
き
、
距
離
を
競
い
合
い
ま

し
た
。 

　
地
元
の
人
や
観
客
約
百
人
か
ら

声
援
を
受
け
、
菊
井
さ
ん
は
、
百

二
十
二
・
二
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を

歩
き
、
堂
々
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
行
事
は
、
同
寺
で
一
九
三

二
年
ご
ろ
か
ら
「
厄
除
け
祈
祷
大

祭
」
の
最
終
日
の
余
興
と
し
て
始

ま
り
、
新
春
恒
例
の
行
事
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。 

　
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
願

す
る
『
蛇
供
養
』
が
一
月
十
一
日
、

倭
文
安
住
寺
地
区
で
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
朝
か
ら
約
三
時
間
か
け
て
地
区

の
世
話
人
が
、
百
二
十
キ
ロ
の
稲

わ
ら
を
編
み
、
胴
回
り
約
六
十
セ

ン
チ
、
全
長
約
十
二
メ
ー
ト
ル
の

大
蛇
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
安
住
寺
の
住
職
が
読
経
し
て

大
蛇
を
供
養
し
、
子
た
ち
約
三
十

人
が
担
い
で
地
域
を
練
り
歩
き
、

最
後
は
地
区
内
の
ム
ク
の
古
木
に

巻
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
蛇
に
巻
き
つ
か
れ
る
と

健
康
で
い
ら
れ
る
と
い
わ
れ
、
道

ゆ
く
人
に
「
祝
い
ま
し
ょ
う
、
祝

い
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け
な
が

ら
巻
き
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

　
蛇
供
養
は
約
五
百
年
前
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
地
域
に

住
み
田
畑
を
荒
ら
す
大
蛇
を
退
治

し
た
ら
凶
作
が
続
い
た
た
め
、
村

人
が
稲
わ
ら
で
大
蛇
を
作
り
、
供

養
す
る
と
豊
作
に
な
っ
た
と
の
言

い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。 
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まちかどトピックス 

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

入
谷
英
雄
さ
ん 

兵
庫
県
自
治
賞
を
受
賞 

淡
路
農
林
水
産
功
労
者
表
彰 

  

　
一
月
十
五
日
、
伊
弉
諾
神
宮

（
一
宮
町
）で
『
第
四
十
二
回
淡

路
農
林
水
産
祭
』
が
行
わ
れ
、

そ
の
席
上
で
次
の
方
々
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。（
関
係
分
の
み
） 

   

　
自
治
の
精

神
に
基
づ
き
、

明
る
く
住
み

良
い
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
、
そ
の

功
績
が
優
れ
た
個
人
を
表
彰
す

る
『
兵
庫
県
自
治
賞
』
を
入
谷

英
雄
さ
ん
（
神
代
）
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

　
入
谷
さ
ん
は
戦
後
早
く
か
ら

繁
殖
和
牛
飼
育
を
始
め
ら
れ
、

永
年
に
亘
り
優
良
系
統
牛
の
生

産
と
改
良
に
尽
力
さ
れ
、
「
三

原
和
牛
」
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
地
区
和
牛
改
良
組
合
役
員

等
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
十
年
か

ら
平
成
十
五
年
ま
で
は
三
原
郡

和
牛
改
良
組
合
連
絡
会
長
と
し

て
実
践
的
な
地
域
の
指
導
者
と

し
て
、
地
域
の
畜
産
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。 

  

●
農
業 

松
　
井
　
判
　
文
（
倭
　
文
） 

北
　
内
　
秀
　
明
（
　
市
　
） 

松
　
本
　
俊
　
一
（
阿
　
万
） 

島
　
田
　
利
　
昭
（
榎
　
列
） 

●
林
業 

堀
　
　
　
義
　
男
（
阿
那
賀
） 

●
漁
業 

杉
　
谷
　
佳
　
数
（
　
湊
　
） 

  

【
果
樹
立
木
】
金
賞 : 

川
本
繁

広
（
灘
）
・
東
田
武
義
（
灘
） 

【
野
菜
立
毛
】
金
賞 : 

細
川
初

郎
（
八
木
）
、
銀
賞 : 

北
川
重

夫
（
賀
集
） 

【
乳
質
改
善
】
金
賞 : 

川
井
健

次
（
湊
）
、
銀
賞 : 

宮
本
昌
宜

（
賀
集
）
、
銅
賞 : 

萩
山
定
勝

（
広
田
）
・
太
田
正
一
（
八
木
）
・

加
登
孝
明
（
八
木
）
・
池
尻
泰

治
（
神
代
） 

【
し
い
た
け
栽
培
】
銅
賞 : 

福

池
義
明
（
神
代
） 

【
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
展
】
金

賞 : 

福
永
英
美
（
市
）
、
銅
賞 

: 

正
木
ゆ
り
子
（
松
帆
）
・
坂

本
す
み
子
（
北
阿
万
）
・
西
山

て
る
子
（
北
阿
万
） 

受
賞
お
め
で
と
う 

南
あ
わ
じ
署
と
郵
便
局
が
協
定 

広報 

　義太夫節三味線の人間国宝、鶴澤友路さん（福良）から
教えを受けている淡路人形座員や浄瑠璃愛好家らで作る『友
路会』が、１月４日、福良の海上ホテルで『新年語り初め会』
を開催し、日ごろの練習の成果を披露しました。 
　この日は25組が発表。そのひとつ黒田紀子さんは息子３
人と共演し、息のあった舞台を見せ、会場に集まった人た
ちを沸かせていました。 

▼
五
連
覇
を
果
た
し
た
菊
井
さ
ん 

▼
安
全
協
定
を
締
結
す
る
今
富
署
長
（
右
） 

　
と
田
中
淡
路
三
原
郵
便
局
長 

▼
弟
子
の
浄
瑠
璃
語
り
に
合
わ
せ
て 

　
三
味
線
を
弾
く
鶴
澤
友
路
さ
ん 

▼
「
祝
い
ま
し
ょ
う
！
祝
い
ま
し
ょ
う
！
」 

　
と
子
た
ち
が
声
を
か
け
な
が
ら
地
域
を 

　
練
り
歩
き
ま
し
た 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
十
年

を
迎
え
た
一
月
十
七
日
、
三
原
志

知
小
学
校
で
は
避
難
訓
練
と
、
地

震
に
よ
る
断
水
を
想
定
し
た
被
災

者
の
生
活
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

　
震
災
時
、
水
道
が
断
絶
し
苦
し

い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
多
く

の
被
災
者
。
同
小
で
は
児
童
に
被

災
者
の
苦
労
を
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
防
災
意
識
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
同
体
験
を
企
画
さ
れ
ま

し
た
。 

　
児
童
ら
は
授
業
が
終
わ
る
ま
で

使
用
で
き
る
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

の
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て

持
参
。
限
ら
れ
た
水
を
飲
み
水
や

手
洗
い
、
牛
乳
パ
ッ
ク
の
す
す
ぎ

に
使
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
給
食

後
に
は
残
り
少
な
く
な
っ
た
水
を

大
切
に
使
い
な
が
ら
歯
磨
き
を
す

る
児
童
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
日
は
、
地
震
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
と
、
震
災
記
念
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

▼
限
ら
れ
た
水
で
手
洗
い
を
す
る
児
童 

　１月１２日、阪神・淡路大震災の犠牲者へ、南あわじ市から追悼
の火を届けようと、市役所中央庁舎前で採火式が行われました。
この日はあいにくの曇り空でしたが、雲の間から差し込むわずか
な太陽の光を集熱機で集め、炎を灯し、大切にランタンに移され
ました。被災各地で灯された火は、集灯式（神戸市）でひとつに
なり、１月１７日の追悼式典で灯され、犠牲者の追悼と復興の祈り
がささげられました。 

▼
追
悼
の
炎
を
ラ
ン
タ
ン
に
移
す
、
長
江 

　
市
長
職
務
執
行
者
（
左
） 

『
地
域
の
防
犯
強
化
へ
』 

薬
王
寺
の
大
鏡
も
ち
運
び
競
争 

１
４
８
・
９
キ
ロ
を
モ
チ
運
び
、菊
井
さ
ん
が
５
連
覇 

三
原
志
知
小
学
校 

避
難
訓
練
と
被
災
者
生
活
を
体
験 

倭
文
安
住
寺
の
『
蛇
供
養
』 

大
蛇
を
抱
え
、
豊
作
と
健
康
祈
願 

人間国宝の一門が発表 友路会の新年語り始め会 追悼と復興の祈りをささげ 「追悼の灯り」採火式 地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎
４３
・
５
０
０
２（
秘
書
広
報
室
） 

敬
称
略 

農
林
水
産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル 

敬
称
略 


